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1 は じ め に

会津盆地の中央に位置する北会津村の復元日に,平成 2

年ころから低温によらい水稲の不稔が発生 している。現在

のところ,不稔の発生は北会津村に集中し,発生面積も少

ないが,復田政策の実施等により,障害の発生面積が拡大

する可能性もあるので,こ の実態を調査した。

関東以南においては,低温によらない水稲の異常穂や不

稔の発生について,数多く報告されているが,東北では報

告例が極めて少ないので,1992年と1993年の調査結果につ

いて報告する。

2 1●R査結果及び考察

0)障害稲の外観的特徴と発生年数

穂相は,ほ とんどの場合,全 く正常であるが,不稔粒が

多い。不稔の症状は,低温による不稔と酷似 しており,外
見上からは判別つきにくい。また.出すくみ症状を示す穂

が混じる場合もある (表 1)。

障害の発生程度は,復元初年目がひどく,多 くの場合 ,

2年 目まで障害が残り,3年 目からはほとんど発生がみら

れなくなる (表 1)。

9)障害の発生が確認された水稲品種

コンヒカリに発生が多いが,ひ とめばれとチヨニシキで

も発生が確認されている (表 1)。

コンヒカリで発生が多い理由としては,①耐肥性が弱く,

窒素過剰になりやすい,②幼穂形成の時期が地温の上昇す

る時期と重なりやすい,が考えられる。

(3)障害発生水田に作付けされた畑作物の種類

障害発生水田に作付けされた畑作物は多種多様であり,

畑転換時の作物がいかなる種類であっても,水田復元時に

障害が発生する可能性があると考えられる (表 1)。

(41 圃場における発生状況

圃場における発生状況は,図 1に 示したN18の水田のよ

うに,水日の中央部に不稔が多発し,周辺部の生育は比較

的良好なのが一般的である。水田の周辺部は,下葉への日

射量が多く,光合成能が高い。このため,水日の周辺部で

はC/N比の大きい稲となり,被害が軽減されるものと推

察される。

No l～ 3(No 9)の水田は,それとは異なり,重度の障

害は,畑作時の畦の方向に,筋状に発生 した (図 1)。 こ

れらの水田に作付けされた畑作物は,根量が非常に多いア

スパラガスと有害物質の発生源となるイオウを多く含むネ

ギであり,筋状の障害の発生は,前作物の作物残澄や残根

の影響によるものと考えられた。

6)障害発生水田の土壌の特徴

発生が確認された圃場は,すべて礫質灰色低地土 (老朽

化水田)であった。また,No 8, 9の地点の上壌調査の結

果,作土下のグライ化が確認された (図 2)。

土壌分析の結果,不足している養分は,遊離酸化鉄,可

給態珪酸,置換性の石灰と苦土であった。また, 1筆の圃

場の中で,障害の程度の異なる場所の土壌を比較しても,

特徴的な差異は認められなかった (表 2)。 したがって
,

1筆の圃場の中での障害の程度の差は,土壌の養分状態の

違いによるものではないと考えられる。

表 1 水稲不稔の発生状況

注 収量は,水稲損害評価抜き取り実測調査による。
No5の水日の復元初年目の収量は60kg/10ao No9の水田は,M3の水田の復元2年目。
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図1 圃場における発生状況
ミヾ 障害のひどいところ ,9障 害の特にひどヽ

表2 不稔発生水日の土壌化学性
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図2 不稔発生水日の土壌断面
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稲で少なく,珪酸とマンガン含有率は,一般水田に比べ
,

全体的に少なめであった (表 3)。 加里.珪酸 ,マ ンガン

は,硫化水素や有機酸等の有害物質によって吸収が阻害さ

れやすい元素であり,本障害の発生原因が土壌の異常選元

による有害物質の発生によるものであることが示唆される。
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輸)障害稲の生育,養分吸収状況

穂数と一穂籾数は,障害の程度の重い稲で多かった。 ま

た,観察調査によれば,障害が発生 した圃場の稲は,ほ と

んどの場合,窒素過剰の生育相であった。

成熟期における茎葉の加里含有率は,障害の程度の重い

表3 不稔稲の成熟期の形質及び養分含有率
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3ま と め

老朽化した礫質灰色低地土の復元田では,以下のような

条件が満たされやすく,水稲の不稔発生につながる。

① 乾土効果による土壌窒素の無機化量が多く,窒素過

剰気味の生育となる。

② 異常還元や有害物質の発生につながる敷きわら,作
物残湾が多く鋤込まれる。

③ 代かきによる土壌粒子の分散によって,潅漑水の縦

浸透が小さくなる。

④ 土壌中の珪酸や鉄が不足し,稲の軟弱化や有害物質

の発生につながる。
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